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period, cspccialy ear7y sowing; (2)cove.ring
seedswith sdilimmediatelyafter_＼sowing; (3)
avoiding the useoffish-cake, fresh compostI.











7. 和の栽培条件とイネカラバエ被害との内債 ､ 岡本大二郎 (凸林省 中国農業試飯場 苦虫研
兜蚤)31･10･25受理 J
尊敬す る暴'Jlt忠卓二博士のせ稀祝'賀記念 t:して本稿 を冷泉す ること'-は非 ､
常 なよ■ろ こびで, 先生の一層の榊埴勝 を切 に榊祈 りす る次第で ある.
イネカラバ工の放熱ま稲の栽培条件の芸によってかなりおも､むきを矧 こする. この事実を明確にす





























tranSplant王ng to the injury 王nthesecond
gencration(1941-42).
1941 JuDe 5. 80 6590 90150-
25二 - 155 175-



















































































































IJ 防 虫 科 一学 郡 22 単一I
TztbIe6. Com'parisonohheinjuryinlhcoil･p叩CrCOVCrCdnhdthe
ordinTLrynurserybed(195O-51).
1st 195b Norin-24 3 190. 290 215 ･9r/ 60 185 135
Norin-22 1g ,6畠 -205° 139 22 J20 140 78
Ou-188 3 1125 165 138 10 25 100 61
i951 Kinki-33 4 100 195 140ト 4 20 ･45 _31
Nqrin-22 .1.4 80 150 120 4 10 50 33
Kinki-33 3 30 70 48 26 30 140 ＼74
Norin-22 18 10 .115 38 22 -5 70 33
.Od-188 3 .10 30 23 10 25 70 52
1951 Kinki-33 4 40 60 49 JI 85 145. 110
Rdmarks:･Numbcrofinjuredsteゐsper100hilswasshown.
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Norin.10 1 ･_1 80 80 57 ~60 1d5 52 - 73 8 250 31 197 p173 88 . ~56 0
7 28 697 25. -′483. .263 'L.61 rー64 : ■9
Noーin-22 1 l p 53 53 40 63 158 . 66イ .03 13 210 18 173 77 45 ･66 6
(Secondgeneration)
Norin-10 1 : 8 ･1237J 155. '793 1 260 . 33 16 15
Norin-22 1 8 i693 37 .＼547 67■ _12 .24. 17･3-. 4 十437~. ､109 37 3 7 ･33 :



























































防･虫 科 学 界 22 巻-I
Table12. ProcessOftheappearanceofinjuredcarsineachtemperature
/ ofirrigatedwater(1951).
LーVarictyT`ami)erature ･.Nb■.'of一No.`of.Ratio. Nojlof No._of●' d.Ratioof■● d MortalityMortalily
-1ーrlgalPn.r ･ ySWeeplngperhilts 0adults per10O.hitls. p.er100hil一s tofdl慧…lLs･.tarVae PuPae'
Norin- Warm ､ 10 415. 4畠､ ー370 ..65 18 - 52:: 17
･字4. .._Cool ･10 ■桓5l 63.. 496 I50 31 52 .0
I.Norih. 二■War血.. ･/9ゝ ■ 380_ .. 42 ･3年5. 一.~一lr.l.ll.･.･.-125 35■ ･'3 8 . '■4■
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態学的研究 郡1和 田村市太郎･岩田授一･瀬野男-(凸杯省 北陸n某試鹸脇)31..10.26受理
謹 ん で 森 川 忠 曹 博 士 の 奇 瑞 を観 官 し奉 る.
越冬世代のイネカラバニ幼虫は冬発くなるま.でに若干成島するが, 大部分は1令のま 越ゝ冬に入る`.
その間の死亡率は非常に低い.春雪がとけて気温が上昇すると,幼虫は朽び急速に発育を再関する
が.その間死亡率は漸次苗まる.雪脚ナの遅い印は発育再開時期も巡れ,節1化期成虫の羽化も遅 ･
れるが,雪とけから一成山羽化までの期間は雪とけの遅れる程粒くなる.
点近までの数年間,イネカラバエの発毛は全国広和
田にわたって増大してきたが,その原因のひとつとし
て冬温暖な年が続いたことも挙げられていたようであ
ち.木虫はスズメノチッ.itウ.女ヵポその他のホモノ
料雑革の芸円で幼虫頂で越冬し.晩春から初文にかけ
て節1化糊の成虫が羽化して出るので.あるから'その
越冬期間中における気象環境の変動が,節目と期成虫
の発生虫に開拓するのではないか,という疑問も当然
生れてくることであろう.しかしこの種の問血:･tくわ
しく触れた報告はないようである.
関田地方は本山の3化地相こ同するが.この地方で
は12月下佃giから2-3ケ月の関はいわゆる根雪期間
で,イネカラバ工のiLJ主材(物はfTiJl下にうずもれている.
従って木山の越冬l別宅の生協は'1ほれ潤 院には論じえ
られないであろうし,また机'i')抑LTrJのない表日本との
柳刃もこの瓜であろう.
杉山1)は悶mTrlの北陸出馳こおいて. 昭和21年か
ら25年にわたる5年間の朋Zffl料にもとづいて. イ
ネカラバエに.tろ紙ワほ越冬JU]i-TIJ巾のf･T(々の気象因子
れによれば耶1化糊の披告と冬期の気配や研雪Jt耶Ⅵと
は相閑 係々がなく,最高刑雪見や根雪終了日との相関
もあまり緊密ではなかった.但し雪の多い年には耶1
化問の按冒紬,'少いという多少の傾向もみられたようで
あった.
次に.北陸員試叩 )では昭和27年秋より翌LT:楓 及
び29年秋より翌年辞までの2札 イネカラバエの越
冬期間中,随時,自生のスズメノチッポウにおける被
臼玉や山体長の推移を調べている.その純米の一部は
田村ら6)によっても叩IBされているが.幼山はMIヒ故
拭かに発TjL.山体技をm大させたま 発ゝTfを伶止し.
3月中旬giから体長は.{iL速に脚大した.杉LLJl)_の結果
で,節1化期偽薬茎数との問に有意な相関係数のえら
れたのは, 3月及び4月の平均最低気温,及び4月の
平均気温であった.このことは上にみた3月中旬頃以
降の幼虫の発育再開後における気象因子が,第1化期
の発生変動を交配する要因の′1つであることを意味す
るものであろう.
た .ゞ杉山が相関係数の井出に基礎をおいた昭和
21-25年は昭和30年前後にくらペて雪の多い期間で
45
